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「プレゼンテーション」の特集にあたって

平本 巌

本誌 2 月号。〉トップ司の視点、の結論に日く「そもそも， どんなよい研究

成果も，相手i' ・理解しなければ何の意味もないはずである.それは一つ

にORマンのプレゼンテーションの良し悪しにかかっている.このプレ

ゼンテーションの能力は， ORマンの重要な資質の一つではなかろう

か. J 

このように， ORにおいて，プレゼンテーションが重要であることは

しばしば指摘されています.会社などでも，役員さんはよく r 1 枚にま

とめてもってこし \J というと聞いております.

そこで，凶，グラフ，表などのうまい書き方を特集してみたら読者諸

氏のお役に立d二であろうと考えて組んだのがこの特集号です.

「管理と改善に役立つ図表とグラブ j を出版された細谷氏には概論を，

|ぎl画表現法について造詣の深い江副氏には最近の研究の一端を，当学会

論文誌Vol. 21 , No.3 でリフレクション・チャートと命名された柳井氏

にはその詳しし、解説を，プロッタによる作図システムの活用で評判の四

国電力からは併藤・内田両氏にその概要を，そしてかわいいマノレ J 坊や

とダメ J 坊やの絵柄のスタンプで社内の事務効率の向上に見事な成果を

あげている本日技研には，そのスタンプと東塚氏による簡単な解説をい

ただきました.

なお， 各f立に執筆をお願いした時点では， 特集の表題が「図画表現

法J または|グラフィック ORJ となっていました.原稿の中にそのよ

うな表現が見られるのはそのためであります.原稿が集まった段階の編

図 1 データが行動に盗るまで、の過程 |集委員会で「プレゼンテーションJ となりましたことをお断わり致しま

す.
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また，本誌では色刷りができないために四国電力および読者諸氏にご

迷惑をおかけすることになりましたが， ORのプレゼンテーションにお

いては，色を勺けることも大切で、あると思います.
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して，新しい発想や創志工夫を生み出し，改

善案を作り出す.

〔第 4 段階〕 意思の決定

得られた新しい案や改善案について，その

適否や採否を判断し，行動を決定する.

〔第 5 段階〕 行動

必要な行動を起こし，アクションに結びつ

ける.

これらの流れを図に表わしたものが，図 i であ

る.この図に示すようにつの行動が企画され
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完行されるまでに，事4良を伝える形は， I原データ

→友→図・グラソ→改善案J というように姿を変

える.つまり，順次加工が施されることにより，

加[レベルがとってゆくのである.

このように，“情報"は，ある目的のために「活

用できるよう表現された事象の内容J でなければ

ならない.

1.3 質の良い情報

私たちはよく，

・統計解析をしっかりやり 100 余頁に及ぶ立
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